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イま し が き

阪南市は北に大阪湾を隔てて淡路島を望み、南は和泉山脈を越えて和歌山県にいたる大

阪府下でも自然豊かな立地に所在しています。

高度成長期に始まった開発の波が自然破壊と共に、多くの遺跡を破壊していく中で、本

市教育委員会では昭和60年度より国庫補助を受けて発掘調査を続けてまいりました。その

結果、これまでに貴重な資料を得ることができ、地道な作業の積み重ねで、地域に新しい

歴史の発見がありました。

本書は平成24年度の国庫補助事業として実施した発掘調査概要報告書です。今後、多方

面において、ご活用いただけるよう願つております。

最後になりましたが、発掘調査にあたり、ご協力いただきました土地所有者並びに関係

者各位に対しまして、厚くお礼申し上げます。

平成25年 3月 31日

阪南市教育委員会



例   言

1.本書は、阪南市教育委員会が阪南市内において実施 した、阪南市埋蔵文化財

発掘調査概要報告書である。

2.調査は、平成 24年度に国庫補助事業として計画実施 した。

3。 現地における調査は、阪南市教育委員会生涯学習部生涯学習推進室田中早苗、

上野 仁、大川 健 (嘱託 )を担当とし、平成 24年 1月 から12月 にかけて行つた。
4.本書内で示 した標高はT.P。 (東京湾平均海面 )を基準としている。
_5。 発掘調査にあたっては土地所有者等、関係者各位の理解 と協力を得た。ここ

に記 して感謝の意を表 したい。

6.土層の色調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人 日本色彩研

究所色票監修 小山正忠・竹原秀雄編著『新版標準土色帖』 (2000年版)を使

用した。

7。 本書における記録は実測図、写真、カラースライ ド等で保存 し、当委員会に     :

て保管しているので、広く活用されたい。

8,本書の執筆、編集は上記の調査担当者が行つた。

9。 発掘調査および整理作業に以下の方々の参加を得た。

根無吉隆、南 竹千代、杉田正千代、古牧 敬、和田旬世、井上祥子、

井上 進、島田万帆
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第 1章 調査の成果

第 1節 尾崎海岸遺跡

尾崎海岸遺跡は阪南市北東部に位置 し、現海岸線 と旧街道 (浜街道)に挟まれた東西約

300m、 南北約 150mの遺跡である。近世期の尾崎村、現在の尾崎地区の中心地とほぼ一致

する。平成2(1990)年度の住宅建築工事の折に発見された。その調査で砂地に焼けた石が

約3∬に敷き詰められ、その上に弥生時代終末期から古墳時代初頭にかけての製塩土器や

蛉壷等が多数散乱する製塩遺構が検出されており、このことから生産遺跡の性格を持つと

考えられる。その後の調査では、近世期の日用生活雑器が多く出土しているものの、製塩

(1)12-2区 (第 3～ 6図 )

調査区は尾崎海岸遺跡の中央部に位置 し、過去に製

塩遺構が検出された調査区901区の南東に位置する。

調査区の南部に2.Om× 1.Omの トレンチを設定 し調

査を行つた。

基本層序は第 1層盛土、第2層灰褐色砂質±7.5YR4/2、

第3層オリーブ褐色砂質±2.5Y4/3、 第4層 にぶい黄褐色

砂 10YR4/3、 第5層 にぶい黄褐色砂 10YR5/4、 第6層黄褐

色砂2.5Y5/3である。第6層は地山で、地表面より約一

1.20mで検出した。

＝
――
十
＋
―

0             10m

第 4図 尾崎海岸遺跡 12-2区 トレンチ位置図

1盛土
2灰褐色砂質±   7 5YR4/2
3オ リーブ褐色砂質± 25Y4/3
4にぶい黄褐色砂   10YR4/3
5にぶい黄褐色砂   10YR5/4
6地山:黄褐色砂   25Y5/3
7土坑 :褐色砂    10YR4/4
8土坑:黄褐色砂   10YR5/6

第 3図 尾崎海岸遺跡 調査区位置図

~+ 3¬ 硼

地山面

第 5図 尾崎海岸遺跡 12-2区
トレンチ平面・断面図
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遺物は第2～4層 から土師質土器、土師質真蛉壺、土師質管状土錘、近世瓦、陶器、磁

器、鋼銭、スサ入 り焼土塊等、第5層から土師質土器、土師質管状土錘、土師質真蛉壺が

出土した。第2層から第4層は近世期、第5層 は中世期 と思われる。また、各層から弥生土

器も出土している。 1は近世の土師質胞烙、2は磁器猪口で第2層から、3は陶器椀、4～6は

磁器椀、7は土師質管状土錘、8は (古)寛永通宝で第3層から、9は陶器皿、10は土師質管

状土錘で第4層から、11は弥生時代後期の製塩土器脚部で第5層から出土した。

遺構は地山面で土坑を 1基検出した。東西 0。 70m以上、南北0.90m、 深 さ0.13mを測

り、西部は トレンチ外へ広がる。埋土は上層が褐色砂 10YR4/4、 下層が黄褐色砂 10YR5/6で

ある。下層から弥生土器、土師質土器、土師質管状土錘が出土した。中世期の遺構であ

る。12は土師質管状土錘で、下層から出土した。

(2)12-3区 (第 3・ 7～ 9図 )

調査区は尾崎海岸遺跡の北部に位置す

る。

調査区の北部に3.5m× 1.6mの トレンチ

を設定し調査を行つた。

基本層序は、第 1層盛土、第2層褐色砂

7.5YR4/3、 第3層灰黄褐色礫混砂 10YR4/2、

第4層黄褐色砂2.5Y5/3で ある。第4層 は地

山で、地表面より約 -1.60mで検出した。

―

O―

①10
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Ｕ
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一
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，
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一

出土遺物

0-10Cm

第 6図 尾崎海岸遺跡 12-2区

第 7図 尾崎海岸遺跡 12-3区 トレンチ位置図
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遺物は第2層から陶器、磁器、

第3層から陶器、磁器、土師質真

蛉壺、土師質及び陶質管状土

錘、近世及び近代瓦、鉄製品が

出土した。第3層から近代の磁器

や瓦が出土しているため、第 2・ 3

層 とも近代期である。 1・ 2は磁

器椀、3は波佐見青磁の香炉、4

～8は土師質で、4は内面に布 目

圧痕の残る真蛉壺、5～ 8は管状

土錘で、8は施釉である。9～ 14

_ヽァ
盛土

摂皇贈色礫混砂
71:学

44チ:        ?__        lμ
地山:黄褐色砂 25Y5/3

第 8図 尾崎海岸遺跡 12-3区 トレンチ北側断面図
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は焼締陶器の管状土錘で、一部に自然釉が見られる。15は巴文の軒丸瓦である。すべて第

3層から出土した。

遺構は検出されなかつた。
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第 9図 尾崎海岸遺跡 12-3区 出土遺物
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第 2節 内畑遺跡

内畑遺跡は、平成元 (1989)年度の民間開発工事に先立つ確認調査によって発見された。

既往の調査では溝や土坑等が検出されると共に多量の近世瓦、製糖に用いられた土師質瓦

漏をはじめ、膨大な量の陶磁器、悟鉢や胞烙等の日用生活雑器も多く出土している。遺跡

の中央部には尾崎を起点に和歌山へ至る井関越街道が縦断していることから、当遺跡が江

戸時代に下出村の中心地であったことが伺える。

0               10m

―

第 11図 内畑遺跡 12-1区 トレンチ位置図

(1)12-1区 (第 10～ 13図 )

調査区は内畑遺跡の北西部に位置する。

調査は調査区の北部に16.00だの トレン 1

チを設定し行つた。           3

基本層序は第 1層盛土、第2層明黄褐色粘

質±10YR7/6の地山である。地山は地表面

より約 -0.50mで検出した。

遺構は トレンチ東部の地山面で北方向へ

の落ち込みを検出した。埋土は灰褐色砂質

±7.5YR6/2で 、 トレンチ全体がほぼ落ち込

み内である。遺物は黒色土器、土師質土

器、土師質管状土錘、陶器、磁器が出土し

たが、近代の遺物も出土しているため、近

代期の遺構 と思われる。 1は陶器皿、2・ 3

盛上

地山:明黄褐色粘質土

落ち込み:灰褐色砂質上

10YR7/6

7 5YR6/2

内畑遺跡 12-1

卿　　諭・‐キ‐．‐‐～肘脚］］

平面．
∩‐十一幻
①３
鋤

チ
　
　
　
　
一　
　
　
　
出

ン彫

〔
‐十一り
骸

区

　

　

　

．
は土師質管状土錘、4は断面方形の鉄釘で

ある。

トレンチ

第 10図 内畑遺跡 調査区位置図

地山面
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第 13図 内畑遺跡 12-1区



第 3節 下出遺跡

下出遺跡は、遺跡の北部を信長街道が東西に貫通し、西部は井関越街道と接しており、

古い民家が立ち並ぶ旧集落に位置する。平成3(1991)年度の民間開発工事に伴う確認調査

で発見された。その後の調査でも、鎌倉時代から近世期にかけての瓦が多量に出土してお

り、付近に寺院の存在が想定されている。

矧「ゴ 建工≦型滸

第 14図 下出遺跡 調査区位置図 第 15図 下出遺跡 12-1区  トレンチ位置図

(1)12-1区 (第 14～ 16図 )

調査区は下出遺跡の南部に位置する。

調査は調査区の南部に西から1.Om× 3.Omの 1ト レンチ、東側に2.4m× 1.5mの 2ト レン

チを設定し行つた。

基本層序は第 1層盛土、第2層耕作土、第3層床土、第4層黒褐色風化礫混±7,5YR3/2、 第

5層褐色礫混±10YR4/4である。第5層は地山で1ト レンチでは地表面より約 -0,7m、 2ト レ

ンチでは約 -0。 6mで検出した。

遺物は1ト レンチの第3層で磨滅の激 しい土師質真蛉壺が1点出土したのみである。

遺構は1ト レンチで不定形の土坑を検出した。埋土は黒色±7.5YR2/1で、倒木痕 と思わ

れる。遺物は出土しなかった。

―
イー
十
半
―

本ヽ

″
ぞ

|＼ ＼ 、     
司

3ど｀
「
==========笙生=========ゴ

/

第 16図 下出遺跡 12-1区 トレンチ南側断面図

1盛土
2耕作土
3床土
4黒褐色風化礫混± 7 5YR3/2
5地山:褐色礫混±  10YR4/4
6土坑 :黒色±   7 5YR2/1

2ト レン上
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第 4節 黒田南遺跡

黒田南遺跡は阪南市の東部を流れる男里川によって形成された、市内で最 も大きい平野

に位置する。北は黒田西遺跡、南は神光寺 (蓮池)遺跡、西は鳥取遺跡、鳥取南遺跡に囲ま

れている。昭和63(1988)年度に阪南町教育委員会が実施 した埋蔵文化財分布調査によつて

発見された遺跡である。過去30数件に及ぶ調査が行われ、弥生時代の土器や石器が出土し

ているものの、その時代の遺構は検出されていない。 しかし、多くの調査区から中世期の

遺構、遺物が検出されていることから、この地を開墾 し、人々の定住がはじまったのは中

世期頃と考えられる。

(1)12-1区 (第 17～ 20図 )

調査区は黒田南遺跡の北部に位置

する。

調査区に西から4.lm× 2.7mの 1ト

レンチ、2.8m× 0。 5mの 2ト レンチ、

2.4m× 0。 7mの 3ト レンチを設定し調

査を行つた。

1ト レンチの基本層序は、第 1層盛

土、第2層耕作土、第3層床土、第4層

灰黄褐色± 10YR6/2、 第5層 にぶい黄

褐色砂混粘質± 10YR5/3、 第6層灰黄

褐色砂混粘質± 10YR4/2、 第 7層 オ

リーブ褐色砂混±2.5Y4/6。 第8層 は

明黄褐色粘± 10YR6/6の地山で地表面

より約 -1.20mで検出した。

遺物は第4層から須恵器、瓦器、土

師質土器 、土師質真蛤壺、製塩土

器、磁器、中世瓦、第5層からサヌカ

イ ト製石鏃、須恵器、瓦器、土師質

土器、陶器、第6層から瓦器、土師質

土器、土師質真蛤壺、製塩土器、ス

サ入 り焼土塊が出土 した。第4・ 5層

第 17図 黒田南遺跡 調査区位置図

T~~耳
＼ ・フ 
ー

フ
 〉
/ /

/◆
/′

|

3ト レンチ

1ト レンチ

第 18図 黒田南遺跡 12-1区 トレンチ位置図
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地山面

1盛土
2耕作土
3床土
4灰黄褐色土
5にぶい黄褐色砂混粘質土
6灰黄褐色砂混粘質土
7オ リーブ褐色砂混土
8地山:明黄褐色粘土

0                 1m

10YR6/2

10YR5/3

10YR4/2

2 5Y4/6

10YR6/6

第 19図 黒田南遺跡 12-1区 1ト レンチ平面口断面図

は近世期、第6層 は中世期 と思われる。 1はサヌカイ トの石鏃で、

基部は欠損 している。第5層から出土した。

遺構は 1ト レンチ南端の地山面で土坑を 1基検出した。東西

1.00m以上、南北 0。 45m以上、深 さ0.14mで南部は トレンチ外へ

広がる。埋土は第7層 と同じである。遺物は出土しなかつたが、第

6層が中世期であるため、中世期もしくは中世期以前の遺構 と思わ

れる。

2・ 3ト レンチについては工事で掘削が及ぶ深 さが盛土内となつて

いたため、それ以下は確認 していない。

_る_h
◆    1

0                            5cm

第20図 黒田南遺跡 12-1区
出上遺物
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第 5節 鳥取南遺跡

鳥取南遺跡は、昭和63(1988)年度に阪南町教育委員会が実施 した埋蔵文化財分布調査に

よつて発見された遺跡である。既往の調査では、弥生時代後期から中期にかけての遺構、

遺物が検出されているが、遺跡の詳細な性格は現在のところ不明である。

第 21図 鳥取南遺跡 調査区位置図 トレンチ位置図

(1)121区 (第21～ 23図 )

調査区は鳥取南遺跡の西端部に位置する。

調査区の南部に3ヶ所のトレンチを設定し、調査を行つた。

1・ 2ト レンチの基本層序は第1層盛土、第2層耕作土、第3層灰色砂質±7.5Y6/1、 第4層

マンガン混じりの灰白色砂質±10Y7/1で ある。2ト レンチでは、地山上に黄褐色粘質土

10YR5/6の層が存在する。地山は黄橙色粘±10YR7/8で 、1ト レンチでは地表面より約-1.50

m、 2ト レンチでは地表面より約-1.70mで検出した。3ト レンチは盛土以下、明黄褐色砂

質±10YR6/6、 にぶい黄橙色砂混粘質±10YR6/4、 灰黄色砂2.5Y7/2、 明褐灰色砂混粘質土

5YR7/2であるが、周辺における既往の調査より、3ト レンチ全体が流路内と思われる。

遺物は1・ 2ト レンチの第3層より須恵器、瓦器、第4層より瓦器、土師質土器、瓦質土器

が出土したが、小片のため図化できなかった。第3・ 4層は中世期と思われる。

2ト レンチ 南側断面図

/~
イ

/

イ
/

15 00m

2

1盛土
2耕作土
3灰色砂質土
4灰白色砂質土 (マ ンガン混)
5黄褐色粘質土

15 00m

6地山:黄橙色粘土
7明黄褐色砂賞土
8にぶい黄橙色砂混粘質土
9灰黄色砂
10明褐灰色砂混粘質土

第 23図 鳥取南遺跡 12-1区

10YR7/8

10YR6/6

10YR6/4

2 5Y7/2

5YR7/2

2ト レンチ
1ト レンチ

北側断面図
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第 6節 西鳥取遺跡

西鳥取遺跡は市域の東西に広がる平野部

のほぼ中央部に位置する。昭和63(1988)年

度に阪南町教育委員会が行つた埋蔵文化財

分布調査によつて発見された。その後、30

数件の調査が行われてお り、中世期の流路

と考えられる遺構やその時代の遺物が検出

されているが、調査はすべて小規模なもの

で、遺跡の詳細は現在の ところ不明であ

る。

(1)12-1区 (第24～ 26図 )

調査区は西鳥取遺跡の南部に位置する。

調査は調査区の北部に2.Om× 1.Omの ト

レンチを設定し行つた。

基本層序は第 1層盛上、第2層耕作土、第

3層褐色砂混± 10YR4/6、 第4層 にぶい黄褐

色砂混粘質± 10YR5/4、 第5層黄褐色粘質土

10YR5/6、 第6層マンガン混 じりの明褐色粘

質±7.5YR5/8で ある。第6層 は地山で、地

表面より約 -1.20mで検出した。いずれの

層からも遺物は出土しなかったため、時代

は不明である。

遺構は検出されなかった。

第 24図 西鳥取遺跡 調査区位置図

―
川
十
＋
―

0             10m

―
第 25図 西鳥取遺跡 12-1 区 トレンチ位置図

16 50m

ヤ            5

1盛土
2耕作土
3褐色砂混±          10YR4/6
4にぶい黄褐色砂混粘質±    10YR5/4
5黄褐色粘質±         10YR5/6
6地山:明褐色粘質土 (マンガン混)7 5YR5/8

第 26図 西鳥取遺跡 12-1区
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Б
引

第 27図 神光寺 (蓮池)遺跡 調査区位置図

第 7節 神光寺 (蓮池)遺跡

神光寺 (蓮池)遺跡は市内で古 くから知 られている縄文時代草創期から近世期にかけての

複合遺跡である。東西約700m、 南北約800mに亘 り、遺跡の中央部には市内最大の灌漑用

沼池である蓮池が存在 し、池底から採取されたサヌカイ ト製有茎尖頭器は、現在のところ

市内で最古の遺物となっている。既往の調

査において、弥生時代中期の方形周溝墓が

検出されている他、当遺跡の南部に位置す

る波太神社の神宮寺であった神光寺の瓦が

出土していることも特筆される。

(1)121区 (第27～29図 )

調査区は神光寺 (蓮池)遺跡の南東部に位

置する。

第 28図 神光寺 (蓮池)遺跡 12-1区 トレンチ位置図
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調査区の南部に2,3m× 2,2mの トレン

チを設定し、調査を行った。

基本層序は第 1層盛土、第2層オ リーブ

褐色粘質±2.5Y4/4の 地山である。地山は

地表面より約 -0.35mで検出した。

遺構は地山面で直径 0。 13m、 深 さ0.07

mの ピットを1基検出した。埋土は黒褐色

粘質± 10YR3/1で ある。遺物は出土 しな

かつたため、時代は不明である。

(2)12-3区 (第 27・ 30。 31図 )

調査区は神光寺 (蓮池)遺跡の南東部に

位置する。

調査区の北部に3.Om× 1.8mの トレン

チを設定し、調査を行つた。

基本層序は第1層盛土、第2層耕作土、

第3層床土、第4層マンガン混じりのにぶ

い黄橙色粘質±10YR6/3、 第5層マンガン

混じりのにぶい黄褐色粘質±10YR5/3、 第

6層 マンガン混 じりの灰黄褐色粘質土

10YR5/2、 第7層マンガン混じりの黄褐色

粘±10YR5/6で ある。第7層 は地山で、地

表面より約-0.60mで検出した。

遺物は第4層から瓦器、土師質土器、第

5層から須恵器、瓦器、土師質土器、第6

層から須恵器、土師質土器が出土した。

いずれも中世期の包含層である。

遺構は検出されなかった。

ピット断面図

3    29 20m

下
キ

〆

2

第31図 神光寺 (連池)遺跡12-3区

~……¬「………
………………………………………二「

~………………………………………………コr~~Σ 9 20m
―

＼

盛土

地山 :オ リーブ褐色粘質± 25Y4/4
ピット:黒褐色粘質±   10YR3/1

0                  1m

第29図 神光寺 (蓮池)遺跡12-1区 トレンチ平面・断面図

1盛土
2耕作土
3床土
4にぶい黄橙色粘質土(マンガン混)10YR6/3
5にぶい黄褐色粘質土(マンガン混)10YR5/3
6灰黄褐色粘質土(マンガン混) 10YR5/2
7地山:黄褐色粘土(マンガン混) 10YR5/6

第30図 神光寺 (蓮池)遺跡12-3区 トレンチ位置図

-11-

トレンチ北側断面図



(3)12-4区 (第27・ 32・ 33図 )

調査区は神光寺 (蓮池)遺跡の北西部に位置する。

調査は調査区の西部に5.8m× 4。 2mの トレンチを設定 し行った。

基本層序は第 1層盛土、第2層耕作土、第3層床土、第4層浅黄色±2.5Y7/3、 第5層マンガ

ン混 じりの灰 白色粘質±2.5Y7/1、 第6層明黄褐色粘質±2.5Y7/6、 第7層にぶい黄橙色粘土

10YR6/4である。第6層以下は地山で、地表面より約 -1.05mで検出した。

遺物は第4層から須恵器、瓦器、土師質土器、焼締陶器、第5層から須恵器、土師質土器

が出土したが、小片のため図化できなかった。いずれも中世期の包含層である。

遺構は検出されなかった。

今回の試掘調査の結果を受けて、本調査を行 うこととなった。

第 32図 神光寺 (蓮池)遺跡 12-4区 トレンチ位置図

1 盛土
2耕作土
3床土
4浅黄色±        25Y7/3
5灰白色粘質土(マンガン混)25Y7/1
6地山:明黄褐色粘質±   25Y7/6
7地山:にぶい黄橙色粘±  10YR6/4

第 33図 神光寺(蓮池)遺跡 12-4区 トレンチ西側断面図

(4)12-5区 (第27・ 34・ 35図 )

調査区は神光寺 (蓮池)遺跡の南東部に位置する。

調査区の北部に2.55m× 1.60mの トレンチを設定し調査を行つた。

基本層序は第 1層盛土、第2層床土、第 3層灰褐色砂質±7.5YR4/2、 第4層黄褐色土

-12-



10YR5/6、 第5層褐灰色± 10YR4/1、 第6

層 マ ンガ ン混 じ りの灰 褐 色礫 混 土

5YR4/2、 第7層褐灰色粘質±7.5YR4/1、

第8層 は明褐色粘質±7.5YR5/6の地山

で、地表面 より約 -0。 80mで検出 し

た。

遺物は第3層から土師質土器、スサ入

り焼土塊、第4層から土師質土器、瓦質

土器、スサ入 り焼土塊、第5層 か ら瓦

器、土師質土器、第6層から黒色土器、

瓦器、土師質土器、第7層から瓦器、土

師質土器、瓦質土器、土師質管状土錘

が出土した。隣接する既往調査の11-1

区では、第3層から近世の磁器が出土し

ていることから第3層は近世期、第4層

以下は中世期と思われる。

遺構は検出されなかつたが、第7層は

隣接する既往の調査 11-2区で検出され

た石敷き土坑の埋土と同じため、 トレ

褐灰色±        10YR4/1
灰褐色礫混土(マンガン混)5YR4/2
掲灰色粘質土 7 5YR4/1

地山!明褐色粘質±   7 5YR5/6

第35図 神光寺 (連池)遺跡12-5区 トレンチ北側断面図

盛土

床土

灰褐色砂質土

黄褐色土

8

7.5YR4/2

10YR5/6 0

ンチ全体が土坑内になると思われる。また、 トレンチ北西部の地山面で、直径 10c m程度

の石を検出してお り、その石敷きの一部である可能性がある。

第34図 神光寺 (蓮池)遺跡12-5区 トレンチ位置図
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第 8節 向出遺跡

向出遺跡は、阪南市の東部を流れる男里

川の支流である山中川 と菟砥川に挟まれた

河岸段丘とその氾濫原に位置する。昭和62

(1987)年度に阪南町教育委員会が行った埋

蔵文化財分布調査によつて発見された。遺

跡は東西約300m、 南北約500mと 阪南市内

では比較的大きく、遺跡の北部は調査件数

が少ないため詳細は不明であるが、中央都

で行つた00-2区 と061区の調査では、古墳

時代中期の竪穴住居が各1棟確認 された。

南部では、平成9(1997)年に (財 )大阪府文

化財センターが行つた国道26号線 (第2阪和国道)延長工事に先立つ事前調査で、縄文時代

後期から晩期の西 日本最大級の土坑墓群が検出されている。

また、遺跡の南部からは中世瓦が出土しているものの、寺院等に関連する遺構は、現在

のところ確認されていない。

第 37図 向出遺跡 12-1・ 12-2・ 12-3区 トレンチ位置図

第 36図 向出遺跡 調査位置図

12-3E玉

トレンチ

トレンチ

国
12-2区
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(1)121区 (第 36～38図 )

調査区は向出遺跡の中央部に位置する。

調査は調査区の西部に2.8m× 1.5mの ト

レンチを設定し行った。

基本層序は第 1層盛土、第2層耕作土、第

3層 にぶい黄褐色礫混砂質± 10YR4/3。 第4

層にぶい褐色礫混±7.5YR5/4は地山で、地

表面より約 -0.65mで検出した。

遺物は第3層から湊焼が出土した。

遺構は検出されなかつた。

(2)122区 (第36・ 37・ 39図 )

調査区は向出遺跡の中央部に位置する。

調査は調査区の西部に2.6m× 1.5mの ト

レンチを設定し行つた。 二猛SI薦盤 ぷ統♀   中
基本層序は第1層盛土、第2層耕作土、第  第39図 向出遺跡12-2区 トレンチ南側断面図
3層にぶい黄褐色礫混砂質±10YR4/8、 第4層はにぶい褐色礫混±7.5YR5/4の 地山で、地表

面より約-0,40mで検出した。

遺物は第3層から須恵器、瓦器、土師質土器、瓦質土器が出土したが、12-1区及び隣接

する既往の調査から、第3層は近世期の包含層である。

遺構は検出されなかった。

(3)12-3区 (第 36・ 37・ 40図 )

調査区は向出遺跡の中央部に位置する。

調査は調査区の東部に2.8m× 1.6mの ト
/

レンチを設定し行った。 1 盛土

基本層序は第 1層盛土、第2層暗褐色砂質 :暗
褐色砂質±    1 0YR3/4
暗褐色風化礫混±    1 0YR3/3

± 10Y3/4、 第 3層 暗 褐 色 風 化 礫 混 土 :冠編マ疑機褐色礫混土 IIヤ〔ニチ:

10YR3/3、 第4層黄褐色礫混±10YR5/6。 第5  第40図 向出遺跡12-3区 トレンチ南側断面図

層はにぶい黄褐色礫混±10YR4/3の 地山で、地表面より約-0,60mで検出した。

遺物は第3層から土師器が出土しているが、隣接する既往の調査区である88-1区、08-3

区、101区では、第3・ 4層は中世期の溝の埋上であることが確認されているため、 トレン

チ全体が中世期の溝の中に位置する。

―
/

―旺正三二正三ゴ卿
4

1 盛土

: 譜憲よ黄褐色礫混砂質± 10YR4/3
4地山:にぶい褐色礫混± 7 5YR5/4

第 38図 向出遺跡 12-1区 トレンチ北側断面図

 ヽ        1         /
ぃヽ______∠ ==正 三==芝 ==ゝ 判

/2030m

1 盛土
2耕作土

0               1m

20 30m
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第 9節 箱作今池遺跡

箱作今池遺跡は阪南市の北西部に位置し、茶屋川とその支流である飯ノ峯川が形成する

扇状地に位置する。平成5(1993)年に(財)大阪府文化財調査研究センターが区画整理事業

に伴つた調査を遺跡の南部で行い、その調査により奈良時代に掘立柱建物群が築造され、

室町時代には大規模な土地改変で耕地化されたことが分かっている。北部は海岸線に近い

ことから中世期の蛉壺をはじめとする漁具が出土しており、漁労集落の存在が想定される

ものの、旧市街のために調査例は少なく、現在のところ遺跡の詳細は不明である。

Ⅲ■#frト

①
朧

(1)12-1区 (第 41～43図 )

調査区は箱作今池遺跡の北西部に

位置する。

調査区の南部に4.lm× 2.5mの ト

レンチを設定し、調査を行つた。

基本層序は第 1層盛土、第2層耕作

土、第3層床土、第4層 にぶい黄橙色

粘± 10YR6/3の地山である。地山は

地表面より約 -0。 70mで検出した。

遺構、遺物 ともに検出されなかっ

た。

夢 ャ、

第 41図 箱作今池遺跡 調査区位置図

第 42図 箱作今池遺跡 12-1区 トレンチ位置図
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‐‐‐‐‐‐‐
1‐

‐‐‐~……………………………………………………―――――――――

ヤ        1

1盛土
2耕作土
3床土
4地山:にぶい黄橙色粘±10YR6/3

第 43図 箱作今池遺跡 12-1区 トレンチ南側断面図

(2)122区 (第41・ 44～ 47図 )

調査区は箱作今池遺跡の中央部に位置

する。

調査区に4か所の トレンチを設定 し、全

体で46。 50だの調査を行った。

基本層序は第 1層盛土、第2層明褐色砂

混粘質±7.5YR5/6、 第3層暗褐色砂混粘質

±10YR3/3、 第4層褐色粘質±10YR4/4、 第

5層明黄褐色粘±10YR6/6の地山である。地山は地表面から約 -0.50mで検出した。

遺物は第3層から須恵器、土師質土器、土師質真蛤壺、第4層から土師器、須恵器、製塩

土器、黒色土器、瓦器、土師質土器が出土したが、小片のため図化できなかつた。第 3・ 4

層とも中世期の包含層と思われる。

遺構は地山面で土坑3基、ピット3基を検出した。

土坑 1

1ト レンチの北部で検出した。東西 1.60m以上、南北2.60m以上で、埋土は上層がマン

ガン混 じりの褐灰色粘質±5YR6/1、 下層が灰褐色砂混粘質±7.5YR6/2で ある。深さは0。 20

mであるが、北西部は大きく削平されている。遺物は上層、下層からそれぞれ土師器、須

恵器、製塩土器が出土した。奈良時代の遺構 と思われる。1は砲弾型の製塩土器で上層か

ら出土した。2は土師器の皿、3は須恵器の杯身で、下層から出土した。

土坑2

1ト レンチの東部で検出した。東西0.81m、 南北1.25m、 深 さ0。 05mを測る。埋土はマ

ンガン混 じりの浅黄色粘質±2.5Y7/4で、遺物は出土 しなかつたが覆上の褐色粘質土

10YR4/4が 中世期であるため、中世期もしくはそれ以前の遺構 と思われる。

土坑3

1ト レンチの北部で検出した。東西0.22m、 南北0.45m以上、深 さ0,05mを測 り、南部

は トレンチ外へ広がる。遺物は出土 しなかつたが、埋土が土坑 1の上層 と同じマンガン混

じりの褐灰色粘質±5YR6/1のため、奈良時代の遺構と思われる。

kcテ
トレンチ

◇

3ト レンチ

lMチ ◇4トレンチ

第 44図 箱作今池遺跡 12-2区 トレンチ位置図
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1220m

′

_∠を穫戸玉三ラ
府6

5
＜ヽ

盛土

明褐色砂混粘質土

暗褐色砂混粘質土

褐色粘質土

地山:明黄褐色粘土

土坑1:灰褐色砂混粘質土
土坑2:浅黄色粘質土(マンガン混)

土坑Ⅲ3ピ ットⅢ2:褐灰色粘質土(マンガン混)5YR6/1

7 5YR5/6

10YR3/3

10YR4/4

10YR6/6

7 5YR6/2

2 5Y7/4

土坑2断面図

ピッ ト1断面図 1220m
D        D'

12 20m

C'

ピット2断面図  1220m
E        E'

手５

― ―
/

12 20m

B'

第 45図 箱作今池遺跡 12-2区 1

5

上坑1断面図
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ピット1

1ト レンチの北部、土坑 1の南側で検出

した。直径0.2m、 深 さ0.08mを測る。遺

物は出土 しなかつたが、埋土が土坑 1の上

層 と同じマンガン混 じりの褐灰色粘質土

5YR6/1の ため、奈良時代の遺構 と思われ

る。

ピット2

1ト レンチの上坑2の北側で検出した。

直径 0。 16m、 深 さ0.05mを 測 り、遺物は

土師器が出土した。埋土は土坑 1の上層 と

同 じマ ンガ ン混 じ りの褐灰 色粘 質 土

5YR6/1である。奈良時代の遺構 と思われ

る。

ピット3

3ト レンチで検出した。直径0.22m、 深

さ0。 12mを測 り、埋土は灰黄褐色粘質土

10YR6/2で ある。遺物は出土 しなかつた

が、覆土の褐色粘質±10YR4/4が 中世期で

あるため、中世期 もしくはそれ以前の遺

構と思われる。

3

ピッド3断面図

12 20m 1盛土
3暗褐色砂混粘質±   10YR3/3

滋
4褐色粘質土 10YR4/4

5地山:明黄褐色粘±  10YR6/6
攣  9 ピット3:灰黄褐色粘質±10YR6/2

第46図 箱作今池遺跡 12-2区 3ト レンチ平面 E断面図

地山面

3

10cm

第 47図 箱作今池遺跡 12-2区 出土遺物
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第10節 田山東遺跡

田山東遺跡は昭和63(1988)年度に阪南町

教育委員会が行つた埋蔵文化財分布調査に

よつて発見 された。その後の既往調査で

は、土錘や蛉壺等の漁労関連遺物や中国産

の青磁や白磁等の輸入陶磁器が出土してい

るものの、遺跡の詳細な性格は不明であ

る。 しかし、当遺跡の西側に隣接 している

田山遺跡でも同様の遺物が数多く出土して

おり、当時中国との貿易に何らかの関係が

あつたものと推測されることから、単なる

漁労関連集落にはとどまらないであろうと

思われる。また、平成6(1994)年度の調査

で、中世期の土師質真蛸壺焼成遺構が検出

されていることが特筆される。

(1)121区 (第48～ 50図 )

調査区は田山東遺跡の北部に位置する。

調査区の南部に1.5m× 2.7mの トレンチ

を設定し、調査を行つた。

基本層序は第 1層耕作土、第2層黄褐色礫

混±10YR5/6、 第3層褐色粘質± 10YR4/6

で、第2・ 3層は地山である。地山は地表面

より約 -0。 20mで検出した。

遺構は地山面で土坑を1基検出した。東

西 0。 90m以上、南北1.00m以上、深さ0.20

mで、北西部は トレンチ外へ広がる。埋土

は褐灰色砂質±10YR5/1である。遺物は土

姉質土器が出土したが小片のため、時代に

ついては明確に判断することができない。

第 49図 田山東遺跡 12-1区 トレンチ位置図

キ      I蜘

ロ

1耕作土
2地山:黄褐色礫混■  10YR5/6
3地山:褐色粘質±   10YR4/6
4土坑 :褐灰色砂質±  10YR5/1

第 50図 田山東遺跡 12-1区

第 48図 田山東遺跡 調査区位置図

地山面
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(2)12-2区 (第48・ 51～ 55図 )

調査区は田山東遺跡の西端部に位置する。

調査区内に9ヶ 所の トレンチを設定し、全体で56。 12だの調査を行った。

基本層序は第 1層盛土、第2層耕作土、第3層床土、第4層地山である。

1ト レンチでは第 3層 と地 山の間ににぶい黄褐色砂質± 10YR4/3、 灰黄褐色砂質土

第 51図 田山東遺跡 12-2区 トレンチ位置図

チ
　
／
／

ンレ

訃
β

7ト レンチ

9ト レンチ

θ

5ト レンチ

てt′ 1トレンチ

］
Ｏ

ン チ

4ト レンチ

3ト レンチ

0              10m

―
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10YR5/2、 2ト レンチでは灰黄褐色砂質± 10YR5/2、 マンガン混 じりの黄灰色砂質土

2.5Y5/1、 3ト レンチではマンガン混 じりの灰黄褐色砂質± 10YR4/2、 6ト レンチでは暗灰黄

色砂質±2.5Y4/2、 7ト レンチでは暗灰黄色砂質±2.5Y4/2、 マンガン混 じりの灰黄色砂質

±2.5Y6/2、 褐色粘質±10YR4/6、 8ト レンチでは褐色粘質±10YR4/6が存在する。

遺物は1ト レンチのにぶい黄褐色砂質±10YR4/3か ら土師質土器、瓦質土器、焼締陶器、

土師質真蛉壺、土師質管状土錘、スサ入 り焼土塊、 1・ 2ト レンチの灰黄褐色砂質土

10YR5/2か ら須恵器、瓦器、土師質土器、須恵質土器、瓦質土器、青磁、土師質真蛉壺、

土師質管状土錘、陶器、中世瓦、スサ入 り焼土塊、2ト レンチのマンガン混 じりの黄灰色

砂質±2.5Y5/1か ら土師質土器、土師質真蛉壺、3ト レンチのマンガン混 じりの灰黄褐色砂

質± 10YR4/2か ら瓦器 、土師質土器、スサ入 り焼土塊、7ト レンチの暗灰黄色砂質土

2.5Y4/2か ら土師質土器、焼締陶器、スサ入 り焼土塊、マンガン混 じりの灰黄色砂質土

2.5Y6/2か ら瓦器、土師質土器、土師質真蛉壺、スサ入 り焼土塊、鉄釘、7・ 8ト レンチの

褐色粘質±10YR4/6か ら須恵器、瓦器、土師質土器、スサ入 り焼土免が出上した。 1・ 2ト

レンチの灰黄褐色砂質±10YR5/2は近世期。それ以外は中世期の包含層 と思われる。 1・ 2

は瓦質羽釜、3は土師質管状土錘で1ト レンチのにぶい黄褐色砂質±10YR4/3か ら、4は東播

系の須恵質捏鉢、5は土師質管状土錘で 1ト レンチの灰黄褐色砂質±10YR5/2か ら、20・ 23

は土師質土器の皿で、20は 2ト レンチのマンガン混 じりの黄灰色砂質±2.5Y5/1か ら、23は

7ト レンチの褐色粘質±10YR4/6か ら出土した。

遺構は2・ 8ト レンチ以外で、溝 1条、土坑9基、ピット3基、落ち込み4基を検出した。

溝 1

1ト レンチのにぶい黄褐色砂質±10YR4/3除去後に検出した東西方向の溝である。長 さ

1.80m以上、深さ0.40mで、北部は後世の畔に伴 う溝に切 られている。埋土は上層がマン

ガン混 じりの褐灰色粘質±10YR4/1、 下層は黒褐色粘質±2.5Y3/1で炭化物が混じる。

遺物は上下層から土師器、須恵器、瓦器、土師質土器、瓦質土器、焼締陶器、施釉陶器、

土師質真蛉壺、土師質及び瓦質の管状土錘、中世瓦、スサ入 り焼土塊等が出土した。中世

期の遺構である。6は瓦質羽釜、7は施釉陶器の皿、8。 9は土師質真蛉壺、10～ 19は管状土

錘で、10～ 18は土師質、 19は瓦質である。6～ 15は上層か ら、16～ 19は下層から出土 し

た。

土坑 1

1ト レンチの落ち込み 1の上面で検出した。東西0.30m以上、南北 0。 90m以上、深 さ

0。 30mで、北部は トレンチ外へ広がる。埋土は第 1層灰色粘質±7.5Y4/1、 第2層灰黄色粘

±2.5Y7/2混 じりの灰色粘質±7.5Y4/1、 第3層灰白色粘質±10YR7/1である。遺物は瓦器、

土師質土器、土師質真蛉壺、スサ入 り焼土塊が出土 したが、小片のため図化できなかつ

た。中世期の遺構である。
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土坑2

3ト レンチの地山面で検出した。南部は撹乱により大きく削平されている。埋土は炭化

物の混 じる黒褐色粘質±2.5Y3/2で、瓦器、土師質土器、瓦質土器、土師質真蛉壺、中世

瓦、スサ入 り焼土塊が出土した。中世期の遺構である。

土坑 3

4ト レンチの地山面で検出した。東西 0。 25m以上、南北 0。 63m以上、深 さ0。 03mで、西

部は トレンチ外へ広がる。埋土は暗灰黄色粘質±2.5Y4/2で、遺物は出上しなかつたが、

土坑1 断面図
―  ―― ―

 ―一 ―プ    8 50m

ピット1 断面図

ピット2 断面図

蜘一げ

1ト レンチ 平面・断面図

8 90m

|

8 90m

亜 ア

B'

C、

2耕作土
3床土
4地山:明黄褐色礫混粘質±     10YR6/6
7黒褐色±            10YR3/2
8灰色粘質±            5Y5/1
9 にぶい黄褐色砂質±        10YR4/3
10灰黄褐色砂質±          10YR5/2
¬ 溝1:褐灰色粘質土(マ ンガン混)  10YR4/1
12溝 1:黒褐色粘質土(炭化物混)   25Y3/1
13 土坑ⅢピットⅢ2:灰色粘質±    75Y4/1
14土坑■灰色粘質± 75Y4/1(灰 黄色粘上25Y7/2混 )
15 土坑1:灰白色粘質±        10YR7/1
16落ち込み1:暗灰黄色±       25Y5/2
17黄灰色砂質土(マンガン混)    25Y5/1

2ト レンチ 東側断面図

OI

bキ  ピット1

③
ta l

2
3-」
==================〒 〒================守

10

第 52図 田山東遺跡 12-2区 1・ 2ト レンチ平面・断面図
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土坑4と 同じ埋土のため中世期の遺構である。

土坑4

4ト レンチの地山面で検出した。東西1.90m以上、南北0,90m以上、深 さ0,08mで、北

部は トレンチ外へ広がる。埋土は暗灰黄色粘質±2.5Y4/2で、遺物は瓦器、土師質土器、

焼締陶器、土師質真蛉壼、中世瓦、スサ入 り焼土塊が出土した。中世期の遺構である。

土坑5

5ト レンチの地山面で検出した。東西0.38m以上、南北 0。 40m以上、深 さ0.06mで、埋

土は4ト レンチの土坑 3・ 4と 同じ暗灰黄色粘質±2.5Y4/2で ある。遺物は瓦器、土師質土

器、瓦質土器が出土 した。中世期の遺構である。

土坑6

5ト レンチの地山面で検出した不定形土坑で、深 さ0.06mを測 り、北部は トレンチ外へ

広がる。埋土は黄灰色砂質±2.5Y4/1で炭化物が混 じる。遺物は瓦器、土師質土器、瓦質

土器、砂岩製の砥石が出土した。中世期の遺構である。

土坑7

6ト レンチの地山面で検出した。東西0.40m以上、南北0,95m以上、深 さ0.43mで、北

部は トレンチ外へ広がる。埋土は炭化物の混 じるにぶい黄褐色砂質±10YR4/3である。遺

物は出土しなかったが、上層の落ち込み3が 中世期のため、中世期もしくはそれ以前の遺

構である。

土坑8

6ト レンチの地山面で検出した。東西0.80m以上、南北1,45m以上、深 さ0.24mを測

り、東部は トレンチ外へ広がる。埋土はマンガン混 じりの灰黄褐色砂質±10YR6/2で、炭

化物も混 じる。遺物は出土しなかったが、上層の落ち込み3が 中世期のため、中世期 もし

くはそれ以前の遺構である。

土坑9

7ト レンチの暗灰黄色砂質±2.5Y4/2の上面で検出した。サブ トレンチで検出したため全

容は不明である。幅0.85m以上、深さ0。 13mを測る。埋土は褐灰色±5YR4/1で、炭化物が

混 じる。遺物は出上しなかったため、時代は不明である。

ピット1

1ト レンチの落ち込み 1の上面で検出した。直径 0。 36m、 深 さ0。 26mで、埋土は土坑 1の

第 1層 と同じ灰色粘質±7.5Y4/1で ある。遺物は瓦器、土師質土器が出土したが、小片のた

め図化できなかった。中世期の遺構である。

ピット2

1ト レンチの落ち込み1の上面で検出した。直径 0。 15m、 深 さ0.09mで、埋土は土坑 1の

第 1層、ピッ ト1と 同じ灰色粘質±7.5Y4/1である。遺物は出土しなかったが、中世期の遺

構である。

― %―



3ト レンチ 平画・断面図

4ト レンチ 平面・断面図

1 盛土
2耕作土
3 床土
4地山:明黄褐色礫混粘質±    1 0YR6/6
5 地山:明黄褐色粘質土(マ ンガン混)10YR6/6
18 灰黄褐色砂質土(マンガン混)  10YR4/2
19 土坑2:黒褐色粘質土(炭化物混) 25Y3/2
20 ピット3:暗灰黄色粘質土(炭化物混)25Y4/2
21 土坑3・牛5:暗灰黄色粘質±    25Y4/2
22 土坑6:黄灰色砂質土(炭化物混) 25Y4/1
23 落ち込み2:暗灰黄色砂混粘質±  2.5Y5/2

5ト レンチ 平面・断面図

土坑5 断面図

Ｅ
Ｏ
い
　
∞　
　
　
ヽ

∞
　
い
０
ヨ

4拌
4

0              1m

田山東遺跡 12-2区 3・ 4・ 5ト レンチ平面 B断面図

8 50m
ノ

地山面

第 53図
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6ト レンチ 平面・断面図

2耕作土
3 床土
4地山:明黄褐色礫混粘質±      10YR6/6
5 地山1明黄褐色粘質土(マンガン混)  10YR6/6
6 地山|にぶい黄橙色礫混粘質±    10YR6/4
24 暗灰黄色砂質■           2.5Y4/2
25 灰責色砂質土(マ ンガン混)     25Y6/2
26 褐色粘質■             1 0YR4/6
27 落ち込み3:灰褐色砂質■       75Y6/2
28 土坑7:にぶい責褐色砂質土(炭化物混)10YR4/3
29 土坑8:灰黄褐色砂質土(マンガン・炭化物混)1 0YR6/2
30 土坑9:褐灰色土(炭化物混)     5YR4/1
31 落ち込み4暗灰黄色砂質±      25Y5/2

7ト レンチ 北側断面図

9ト レンチ 平面・断面図

耕作土・床土除去後

む                                                                 4

_          850m

8ト レンチ 西側断面図

第 54図 田山東遺跡 12-2区 6日 7・ 8・ 9ト レンチ平面・断面図

地山面
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ピット3

3ト レンチの地山面で検出した。直径0.55m、 深 さ0.25mを測 り、北部は トレンチ外へ

広がる。埋土は暗灰黄色粘質±2.5Y4/2で炭化物が混 じる。遺物は瓦器、土師質土器、ス

サ入 り焼土塊が出土した。中世期の遺構である。
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第 55図 田山東遺跡 12-2区 出土遺物
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落ち込み 1

1ト レンチの地山面で検出した。 トレンチ中央部で北方向に落ちる。深 さ0.17mを 測
り、埋土は暗灰黄色±2.5Y5/2である。遺物は出土 しなかったが、上面で検出した遺構が

中世期のため、中世期もしくはそれ以前の遺構 と思われる。

落ち込み2

5ト レンチの地山面で検出した。 トレンチ中央部で東方向に落ちる。深 さ0。 10mを測
り、埋土は暗灰黄色砂混粘質±2.5Y5/2で ある。遺物は瓦器、土師質土器、瓦質土器、土

師質真蛉壺、土師質管状土錘、焼締陶器、鉄釘、スサ入 り焼土塊が出土 した。中世期の遺

構である。21は土師質管状土錘、22は断面方形の鉄釘である。

落ち込み3

6ト レンチの耕作土及び床土除去後に検出した。 トレンチのほぼ全体が落ち込みにあた
る。埋土は灰褐色砂質±7.5Y6/2で、遺物は瓦器、土師質土器、瓦質土器、焼締陶器、土

師質真蛤壺、スサ入 り焼土塊が出土したが、いずれも小片のため図化できなかつた。中世

期の遺構 と思われる。

落ち込み4

9ト レンチの地山面で検出した。 トレンチ中央部から東方向へ落ちる。埋土は暗灰黄色
砂質±2.5Y5/2で ある。遺物は出土しなかったため、時代は不明である。

今回の試掘調査の結果を受けて、本調査を行 うこととなった。

(3)11-1区 (第 48・ 56～59図 )

調査区は田山東遺跡の南端部に位置する。

調査区内に5ヶ所の トレンチを設定 し、全体で35。 32だの調査を実施 したが、3・ 4ト レン

チは既設建物により攪乱を受けていた。

基本層序は西半部の 1・ 2ト レンチでは第 1層盛土、第2層耕作土、第3層床土、第4層オ

リーブ褐色砂質± 2.5Y4/3、 第 5層灰オ リーブ色砂質±5Y5/2、 第 6層 黄褐色砂質土

2.5Y5/3、 第7層マンガン混じりのにぶい黄褐色砂質±10YR5/4、 第8層にぶい黄色砂混粘質

±2.5Y6/4の 地山であるが、2ト レンチでは第5層灰オリーブ色砂質±5Y5/2は なく、明黄褐

色砂質± 10YR6/6、 灰黄褐色砂質±10YR6/2が存在する。 1・ 2ト レンチでは地山は地表面か

ら約 -1。 40mで検出した。

遺物は第4層で土師質土器、第5層で瓦器、土師質土器、土師質真 ure壺、第6層で瓦器、

土師質土器、瓦質土器、第7層で瓦器、土師質土器、土師質真蛉壺が出土した。

また、2ト レンチの明黄褐色砂質±10YR6/6か らは土師質土器、灰黄褐色砂質±10YR6/2

からは瓦器、土師質土器、土師質真蛉重が出土している。 1は 1ト レンチの第7層から出土

した土師質土器の小皿で、底部に糸切痕がある。2は 2ト レンチの灰黄褐色砂質± 10YR6/2
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から出土した土師質土器の小皿である。

北部の5ト レンチは第 1層盛土、第2層耕作土、第3層床土、第4層褐色砂質±7.5YR4/6、

第5層にぶい褐色砂質±7.5YR5/4、 第6層明褐色砂質±7.5YR5/6、 第7層マンガン混 じりの

にぶい黄橙色砂質± 10YR6/4、 第8層 にぶい黄色砂混粘質±2.5Y6/4の 地山である。地山は

地表面から約 -1.90mで検出した。

遺物は第4層 で須恵器、瓦器、土師質土器、第5層で瓦器、土師質土器、スサ入 り焼土

塊、第6層で土師器、青磁、土師質土器が出土した。3は青磁椀で、5ト レンチの明褐色砂

質±7.5YR5/6か ら出土した。

遺構は溝5条、土坑3基、ピット2基を検出した。

溝 1

1ト レンチの第6層上面で東西方向の溝を検出した。長 さ2.20m以上、幅 0。 30m、 深 さ

0.06mで、埋土は第5層 と同じ灰オリーブ色砂質±5Y5/2である。遺物は瓦器が出土した。

中世期の遺構である。

溝2～ 5

2ト レンチの第6層上面で検出した南北方向の溝群で、鋤溝 と思われる。長 さ1。 30m以

上、幅 0。 12～ 0.50m、 深 さ0。 02～0.07mで 、埋土は灰黄褐色砂質±10YR6/2である。遺物

は瓦器、土師質土器、土師質真蛤壺が出上 した。中世期の遺構である。

第 56図 田山東遺跡 11-1・ 12-3・ 12-4・ 12-5,12-6E12-7区 トレンチ位置図
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1ト レンチ 平画・断面図

12 00m

第6層上面 地山面

2ト レンチ 平面・断面図

1 盛土
2 耕作土
3 床土
4 オリーブ褐色砂質土
5 灰オリーブ色砂質土
6 責褐色砂質土
7 にぶい黄褐色砂質土(マ ンガン混)
8 地山:にぶい責色砂混粘質土
9 明責褐色砂質土
10 灰黄褐色砂質土
11 褐色砂質土
12 にぶい褐色砂質土
13 明褐色砂質土
14 にぶい費橙色砂質土(マンガン混)
15 土坑3:暗褐責色砂質土(マンガン混)
16 ピット士責褐色砂質土(マンガン混)
17 ピット21褐灰色砂質土

2 5Y4/3

5Y5/2

2 5Y5/3

10YR5/4

2 5Y6/4

10YR6/6

10YR6/2

7 5YR4/6

7 5YR5/4

7 5YR5/6

10YR6/4

2 5Y5/2

2.5Y5/4

10YR4/1 0

第 57図 田山東遺跡 11-1区 トレンチ平面 口断面図
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土坑 1

1ト レンチの地山面で検出した。東西 1,30m以 上、南北1.20m以上、

土は第7層 と同じマンガン混 じりのにぶい黄褐色砂質±10YR5/4で ある。

質土器が出上した。中世期の遺構である。

5ト レンテ 平面・断面図

深 さ0.14mで、埋

遺物は瓦器、土師

/

/

/    12 00m

第7層上面

ピット2 断面図

11 30m

A'A _

3

第 58図 田山東遺跡 11-1区 トレンチ平面 H断面図

ビット2《)
葛ヽ
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第59図 田山東遺跡 11-1区 出土遺物

土坑2

1ト レンチの地山面で検出した。東西0.85m以上、南北 1.20m以 上、深さ0,06mで、埋

土は第7層 と同じマンガン混 じりのにぶい黄褐色砂質±10YR5/4で ある。遺物は瓦器が出土

した。中世期の遺構である。

土坑3

5ト レンチの第7層上面で検出した。東西1.00m以上、南北 0。 90m以上、深さ0。 09mで、

埋土はマンガン混 じりの暗褐黄色砂質±2.5Y5/2である。遺物は土師質土器が出土 した。

中世期の遺構である。

ピット1

5ト レンチの土坑3と 同じく、第7層上面で検出した。直径 0。 25m、 深 さ0。 27mで、埋土

はマンガン混 じりの黄褐色砂質±2.5Y5/4である。遺物は4の瓦器椀が 1点出土した。中世

期の遺構である。

ピット2

5ト レンチの地山面で検出 した。直径 0。 15m、 深 さ0。 1lmで、埋土は褐灰色砂質土

10YR4/1で ある。遺物は出土 しなかったので、時代は不明であるが、覆土が中世期のた

め、中世期もしくはそれ以前の遺構である。

今回の試掘調査の結果を受けて、本調査を行 うこととなった。

(4)12-3区 (第48・ 56・ 60図 )

調査区は田山東遺跡の南端部に位置する。

調査区の西部に2,9m× 1.35mの トレンチを設定し調査を行った。

基本層序は11-1区の1ト レンチに準じ、第 1層盛土、第2層耕作土、第3層床土、第4層オ

リーブ褐色砂質± 2.5Y4/3、 第 5層灰オ リーブ色砂質±5Y5/2、 第 6層黄褐色砂質土

2.5Y5/3、 第7層マンガン混 じりのにぶい黄褐色砂質±10YR5/4。 第8層はにぶい黄色砂混粘

質±2.5Y6/4の 地山である。地山は地表面より約 -1。 15mで検出した。遺構は検出されな

かったが、第7層が隣接する111区の本調査で確認 している落ち込みの埋土と一致 し、 ト
レンチ全体が落ち込み内に位置 していることが分かる。

遺物は第7層から瓦器、土師質土器が出土 したが、小片のため図化できなかった。 111

区の本調査では第4～7層から中世期の遺物が出土している。
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(5)12-4区 (第48・ 56・ 60図 )

調査区は田山東遺跡の南端部に位置

する。

調査区の東部に2.5m× 1.3mの トレ

ンチを設定し調査を行つた。

基本層序は前述の11-1区 2ト レンチ

と同じ、第 1層盛土、第2層耕作土、第

3層床土、第4層オ リーブ褐色砂質土

2.5Y4/3、 第 6層 黄 褐 色 砂 質 土

2.5Y5/3、 第7層マンガン混 じりのにぶ

い黄褐色砂質± 10YR5/4。 第8層 はにぶ

い黄色砂混粘質±2.5Y6/4の 地山であ

る。地山は地表面より約 -1.15mで検

出した。第4層 と第6層の間に第5層 が

存在せず、明黄褐色砂質± 10YR6/6、

灰黄褐色砂質±10YR6/2が存在 し、そ

れが11-1区の本調査で確認 した溝の

埋土と一致することから、南北方向の

溝であることが分かつた。

遺物は出土しなかったが、111区で

は第4～ 7層から中世期の遺物が出土 し

ている。

(6)125区 (第48・ 56・ 60・ 61図 )

調査区は田山東遺跡の南端部に位置

する。

調査区の東部に2,9m× 1.4mの トレ

ンチを設定し調査を行つた。

基本層序は第 1層盛土、第 2層耕作

上、第3層床土、第4層オリーブ褐色砂

質±2.5Y4/3、 第5層灰オ リーブ色砂質

± 5Y5/2、 第 6層 黄 褐 色 砂 質 土

2.5Y5/3、 第7層マンガン混 じりのにぶ

い黄褐色砂質± 10YR5/4。 第8層 はにぶ

12-3区 トレンチ 西側断面図

12 00m

12-4区 トレンチ 西側断面図

12 00冊

12-5区 トレンチ 東側断面図

―
キ

12-6区 トレンチ 東側断面図

~~「 ~

|

|

|

11200m

-3

12-7区 トレンチ 西側断面図

1 盛土

2耕作土
3床土
4オ リーブ褐色砂質土
5灰オリーブ色砂質土
6黄褐色砂質土

/

/  12 00m

25Y4/3 9 地山Iにぶい黄橙色礫 10YR7/3
5Y5/2 10 地山1灰責褐色粘±  10YR5/2
25Y5/3 11 明黄褐色砂質±    10YR6/6

7にぶい責褐色砂質土(マ ンガン混)10YR5/4 12 灰責褐色砂質±    10YR6/2
8地山Jこぶい黄色砂混粘質上   25Y6/4 13 明赤褐色砂質±    5YR5/6

第 60図 田山東遺跡 12-3・ 4・ 5,6・ 7区 トレンチ断面図
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い黄褐色砂質±10YR5/4。 第8層はにぶい

の地山であるが、第6層 と第7層の間に明ラ

在する。地山は地表面より約-1.65mでオ

葵ほ曇監昂ユf球景を呼
鉛範がL煮趾した。    ①l

0

第61図 田山東遺跡 12-5区
(7)12-6区 (第48・ 56・ 60図)                    出土遺物

調査区は田山東遺跡の南端部に位置する。

調査区の東部に2.7m× 1。 35mの トレンチを設定し調査を行つた。

基本層序は12-5区と同じである。

遺物は第4層から土師質土器、スサ入 り焼土塊、第5層から土師質土器が出土 したが、小

片のため図化できなかった。

遺構は検出されなかった。

(8)12-7区 (第48・ 56・ 60図 )

調査区は田山東遺跡の南端部に位置する。

調査区の西部に2.45m× 1。 3mの トレンチを設定し調査を行った。

基本層序 は第 1層 盛土、第 2層 耕作土、第 3層 床土、第 4層 にぶい黄色砂混粘質土

2.5Y6/4、 第5層 にぶい黄橙色礫 10Y7/3、 第6層灰黄褐色粘± 10YR5/2。 第4層以下は地山

で、遺物包含層は存在 しなかった。

遺構は検出されなかった。
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第11節  自然田範囲外

(1)121区 (第 62～66図 )

調査区は自然田北部に位置 し、南側は玉

田山瑞宝寺に隣接する。埋蔵文化財包蔵地

外であるが、当地域での埋蔵文化財の情報

が乏しいため、その状況を把握するべく調

査が必要であると判断した。

瑞宝寺は山号を玉田山と称 し、創建不明

であるが、延宝 (1673～ 1681年)のはじめ覚

誉利察上人によって浄土宗鎮西派に改宗。

玉田山瑞宝寺と号し、知恩院直末となった。

調査区内に6ヶ 所の トレンチを設定 し、

全体で 135。 98ポの調査を行つた。

ヽ

キ

ャ

キ

第 62図 自然田範囲外 調査区位置図

日
4ト レンテ

2ト レンチ

回
6ト レンチ 〔

==]3ト レンチ

日
5ト レンチ

園

Iト レンチ

―
――
十
１
１

第 63図 自然田範囲外 12-1区  トレンチ位置図
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1ト レンチの基本層序は第 1層盛土、第2層 黄褐色±10YR5/6、 第3層 にぶい黄褐色土

10YR4/8、 第4層黒褐色礫混± 10YR3/1、 第5層暗オリーブ褐色土混礫2.5Y3/3で ある。第5層

は地山で、地表面より約 -0。 85mで検出した。

遺物は各層から須恵器、黒色土器、土師質土器、陶器、磁器、中世瓦、導等が出土して

いるが、第4層 から現代の遺物が出土 したため、すべての層が現代の整地層 と考えられ

る。 1は黒色土器椀、2～4は中世期の平瓦で、2は両面離れ砂が付き、3は凸面縄 目叩き、

凹面布 日で離れ砂も付く。4は凸面離れ砂、凹面は丁寧なナデ調整である。5は導で、両面

とも丁寧なナデ調整である。6は信楽焼の播鉢である。 1・ 2は第2層、3は第3層、4～6は第

4層から出土した。

遺構は検出されなかつた。

1ト レンチ 東側断面図東側断面図

2ト レンテ 東側断面図

0                  2m

1盛土
2耕作土
3黄褐色±         10YR5/6
4にぶい黄褐色±      10YR4/3
5黒褐色礫混±       10YR3/1
6灰色粘質±         5Y4/1
7地山:暗オリーブ褐色土混礫 25Y3/3

トレンチ断面図第 64図 自然田範囲外 12-1区  1・ 2

2ト レンチの基本層序は第 1層盛土、第2層耕作土、第3層灰色粘質±5Y4/1。 第4層は1ト

レンチと同じ、暗オリーブ褐色土混礫2.5Y3/3の 地山である。地山は地表面より約 -0.35

mで検出した。第3層は遺物が出土しなかったため、時代は不明である。

遺構は検出されなかった。

3～ 6ト レンチの基本層序は第 1層盛土、第2層耕作土、第3層床土、第4層オリーブ褐色礫

混粘質±2.5Y4/4で あるが、いずれの トレンチでも第4層上面に土色の違 う層が存在 した。

第5層は1・ 2ト レンチと同じ、暗オリーブ褐色土混礫2.5Y3/3の地山である。

3ト レンチ 東側断面図 4ト レンチ 東側断面図 5ト レンチ 東側断面図
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＼
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6ト レンチ 東側断面図

// 2000m

第 65図 自然田範囲外 12-1区

5

1盛土
2耕作土
3床土
4オ リーブ褐色礫混粘質土
5地山:暗オリーブ褐色土混礫
6黒褐色風化礫混土
7褐色粘質土
8褐色砂質土
9暗灰黄色粘質土

3・ 4・ 5・ 6ト レンチ断面図

＼

、
　

３

９

2 5Y4/4

2.5Y3/3

5YR3/1

7 5YR4/3

10YR4/6

2 5Y5/2
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地山は3ト レンチでは地表面より約 -1.00m、 4ト レンチでは地表面より約 -1.50m、 5

トレンチでは地表面より約 -0.85m、 6ト レンチでは地表面より約 -1.00mで検出した。

いずれの層からも遺物は出土しなかつたため、時代は不明である。

遺構は検出されなかつた。

―

さ♂
拶
'1

10cm

第 66図 自然田範囲外 12-1区  出土遺物

4
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第 2章 まとめ

今年度も例年同様に小規模な調査が多数を占めたが、それ らの内3件は本調査へと繋が

り、阪南市の歴史に新たな手がかりを得ることができた。

とりわけ田山東遺跡 12-2区の本調査では、中世期の遺構・遺物が多数検出され、遺跡範

囲が西部に拡張されることが判明した。この調査では、真蛤壺焼成窯が本市に於いて初め

て検出された。これまでに田山東遺跡や馬川遺跡で蛉壺焼成土坑は検出されていたが、今

回の調査で、焼成窯の全容がほぼ明らかとなり、複数の窯跡が確認 されたことから、蛉壺

を製作する工房の存在も想定される。

本市の東側に隣接する泉南市に於いても蛉壺焼成窯が検出されてお り、今後、蛉壺に施

されたヘラ記号などを基に、蛉壺生産地の特定や、消費地の範囲などが解明されるかもし

れない。出土遺物の量も膨大であり、整理作業にはかなりの期間を要するであろうが、い

ずれ報告 したいと考えている。

自然田範囲外 12-1区の調査では、調査区が瑞宝寺に隣接 していることから、寺院関連の

遺構 。遺物の検出が期待 されたが、調査地に建てられていた大型工場による撹乱が激 し

く、遺構は検出されなかった。 しかし、出土した瓦類については、すべて中世期のもので

あつた。

瑞宝寺は山号を玉田山と称 し、創建は不明であるが、延宝 (1673～ 1681年 )のはじめに覚

誉利察上人により浄土宗鎮西派に改宗。現在は玉田山瑞宝寺と号し、知恩院直末となった

ことは第11節にも記 したが、中世期には根来寺に属する真言宗寺院で、玉田山と地続きの

瑞宝寺山にあったとの言い伝えがある。その後、現在の地に移転 した時期は不明である

が、元禄7(1694)年の自然田村絵図では、現在地に描かれている。また、安政6(1859)年 の

本堂大改修のお り、正面欄間に 「元文三 (1738)年六月十七 日施主大阪石田屋喜左衛門」の

墨書銘が見つかつている。この墨書の部材が建築物の創建時のものかは不明ではあるが、

瑞宝寺に伝わる「鉦講」で使用される双盤鉦にも「元文三年」銘のものが2基現存するこ

とから、中興の時代であつたと考えられる。以上のように現存する資料は、すべて江戸時

代のものであるが、今回の調査で出土した中世瓦が瑞宝寺のものであるなら、創建時期は

言い伝えのように中世期にまでさかのぼるであろう。

発掘調査は、人類祖先の営みを知る手段のひとつであり、文字を持たなかった時代に於

いては、唯一の手立てである。今後も調査の規模にかかわらず、この地に残る未だ知られ

ていない事実を地道に掘 り起こしていきたい。
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所収遺跡名 垣重  月可 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事要

尾 崎 海 岸 散布地
中世期～

近世期
土坑

弥生土器、土師質土器、陶器、磁器、近世
瓦、土師質管状土錘、土師質真鮒壺、貨幣、
スサ入 り焼土塊

尾 崎 海 岸 散布地 近代期
陶器、磁器、土師質管状土錘、陶質管状土
毎、土師質真蛤壺、近世瓦、近代瓦、鉄製
品

内 火巨 散布地 近代期 落ち込み
黒色土器、土師質土器、陶器、磁器、土師
質管状土錘

下 止 散布地 土坑 (倒木痕 ) 土師質真蛤壷

黒 田 蔭 散布地 中世期 土坑
サヌカイ ト製石鏃、須恵器、瓦器、土師質
土器、陶器、磁器、中世瓦、土師質真蛉壺、
製塩土器

鳥 取 南 散布地 中世期 流 路 須恵器、瓦器、土師質土器、瓦質土器

西 鳥 廟 散布地

神光寺 (蓮池 )
寺院跡、散布
地、その他の墓

ピッ ト

神光寺 (蓮池 )
寺院跡、散布
地、その他の墓

中世期 須恵器、瓦器、土師質土器

神光寺 (蓮池 )
寺院跡、散布
地、その他の墓

中世期 須恵器、瓦器、土師質土器、焼締陶器

神光寺 (蓮池 )
寺院跡、散布
地、その他の墓

中世期～

近世期
土坑

黒色土器、瓦器、土師質土器、瓦質土器、
土師質管状土錘、スサ入 り焼土塊

向 出 散布地 土師質土器

向 出 散布地 近世期 須恵器、瓦器、土師質土器、瓦質土器

向 出 散布地 中世期 溝 土師器

箱 作今池
散布地、
生産集落

箱作今池
散布地、
生産集落

奈良～

中世期
土坑、ピット

土師器、須恵器、黒色土器、瓦器、
土師質土器、土師質真蛉壺、製塩土器

田 山 東
散布地、
生産集落

土坑 土師質土器

田 山 東 散布地、
生産集落

中世期
土坑、ピッ ト、
溝、落ち込み

須恵器、瓦器、土師質土器、須恵質土器、
瓦質土器、焼締陶器、青磁、土師質管状土
錘、土師質蛉壺、中世瓦、スサ入 り焼土塊

田 山 凍 散布地、
生産集落

土坑、ピット、
溝

土師器、須恵器、瓦器、土師質土器、瓦質
土器、青磁、土師質真蛤壺、スサ入 り焼土
塊

田 山 凍 散布地、
生産集落

中世期 落ち込み 瓦器、土師質土器

田 山 凍 散布地、
生産集落

中世期 溝

田 山 東
散布地、
生産集落

中世期 土師質管状土錘

田 山 凍 散布地、
生産集落

中世期 土師質土器、スサ入 り焼土塊

田 山 東
散布地、
生産集落

自然田範囲外 須恵器、黒色土器、土師質土器、陶器、磁
器、中世瓦、媒
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4ト レンチ全景 (北より)

田山東遺跡 11-1区
5ト レンチ土坑3・ピット1(南より)

田山東遺跡11-1区
5ト レンチピット2(南より)
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田山東遺跡12-3区
トレンチ全景 (北より)

田山東遺跡12-4区
トレンチ全景 (北より)

田山東遺跡12-5区
トレンチ全景 (南より)

聟 部予み
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田山東遺跡12-6区
トレンチ全景 (北より)

田山東遺跡12-7区
トレンチ全景 (北より)

自然田範囲外12-1区
1ト レンチ北部 (北より)
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自然田範囲外12-1区
]ト レンチ中央部 (南より)

自然田範囲外12-1区
1ト レンチ南部 (東より)

自然田範囲外12-1区
1ト レンチ南側断面
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自然田範囲外12-1区
2ト レンチ全景 (南より)

自然田範囲外12-]区
3ト レンチ全景 (北より)

自然田範囲外12-1区
4ト レンチ全景 (東より)
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自然田範囲外12-1区
5ト レンチ全景 (東より)

自然田範囲外12-1区
6ト レンチ全景 (西より)
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尾崎海岸遺跡12-2区  出上遺物

尾崎海岸遺跡12-2区  出上遺物

尾崎海岸遺跡12-2区  出土遺物

尾崎海岸遺跡12-2区  出土遺物

尾崎海岸遺跡12-3区 出土遺物
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尾崎海岸遺

内畑遺跡12-1区  出土遺物
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尾崎海岸遺跡12-3区  出土遺物

出止遺物

黒田南遺跡12-1区  出土遺物

箱作今池遺跡12-2区  出土遺物 箱作今池遺跡12-2区  出土遺物
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田山東遺跡12-2区  1ト レンチ 出土遺物
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田山東遺跡12-2区 1ト レンチ溝 1 出土遺物
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田山東遺跡12-2区

20

2ト レンチ 出土遺物 田山東遺跡12-2区  5ト レンチ落ち込み2 出上遺物

23

田山東遺跡12-2区  フトレンチ 出土遺物

田山東遺跡11-1区  出土遺物

自然田範囲外12-1区  出土遺物
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自然田範囲外12-1区  出土遺物



阪南市埋蔵文化財報告 51

阪南市埋蔵文化財発掘調査概要XXX

2913年 3月

発 行 :阪南市教育委員会生涯学習都
生涯学習
―
推進室

大阪府阪南市尾崎町 35の 1

印刷社 :有限会社 山村印刷所




